
　（以下、法務省報道発表資料から抜粋）

岡山県における在留外国人の状況（令和4(2022)年12月末)

　岡山県内の在留外国人数は、令和４(2022)年12月末現在 32,042人（全国総数3,075,213人の

約1.0%）で、前年(2021年）末に比べ、2,607人増加し、過去最多となりました。

　国籍別では、ベトナムが４年連続で最多と
なっています。ベトナムは平成２９年と比較
して約１．８倍に増加しています。
　

　在留資格別では、技能実習が全体の４分の１を
占めています。技能実習と留学は２年連続で減少
していましたが、増加に転じました。技術・人文
知識・国際業務や特定技能は増加傾向にありま
す。
　※技能実習は、在留資格「技能実習１号イ・ロ、２号イ・ロ、
　　 ３号イ・ロ」の合算。
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在留外国人数の推移０
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出典：法務省「在留外国人統計」（以下同じ）
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